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実証実験成果報告会�
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●プログラム（敬称略）�
12：45� 受付開始�

13：15� 開会あいさつ �

13：35� 第一部　実証実験成果の報告（75分）	

高橋 龍太郎（地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所　副所長）	
齋藤 宏昭　（足利工業大学 工学部 創生工学科 建築・社会基盤学系 准教授）	
小川 まどか（北海道大学大学院工学研究院空間性能システム部門環境人間工学研究室　特任助教）	

モデレーター：安達 功（日経BP社 日経BPインフラ総合研究所長　執行役員）　 �
15：05� 第二部　実証実験成果をどう評価するか～パネルディスカッション～（85分）	

◆コーディネーター	
坂本 雄三　（独立行政法人　建築研究所　理事長）	

◆パネラー	
高橋 龍太郎（地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター研究所　副所長）	

都築 和代　（独立行政法人　産業技術総合研究所 ヒューマンライフテクノロジー研究部門 環境適応研究グルー

プ グループ長）	
小山 貴史　（一般社団法人ＪＢＮ　環境委員会副委員長）	
安達 功       （日経BP社 日経BPインフラ総合研究所長　執行役員）　	

寺原 朋裕　（厚生労働省　健康局　がん対策・健康増進課　たばこ対策専門官）	

成田 潤也　（国土交通省　住宅局　住宅生産課　住宅ストック活用・リフォーム推進官）	

16：30� 閉会�



健康⻑寿住宅エビデンス取得委員会�
（事務局 ⼀般財団法⼈ベターリビング）�



健康⻑寿住宅
エビデンス 
取得委員会�

医療系
学識者	

建築系
学識者	

民間
企業	

７社	

平成23
年より
活動開始�

＜委員長＞	＜副委員長＞	

住まいの環境と居住者の健康との間に相関関係があ
るという科学的な証拠を取得するために、実証実験を実施	

 １.健康長寿住宅エビデンス取得委員会とは	

4	エビデンス�



対象住宅の	

選定	

断熱改修の	

実施 		

温熱計測	

健康計測	

日中過半を過ご
す部屋を断熱改修	

築２０年以上の戸建て
住宅に住む、６０歳以上
の方を対象	

住宅の温熱環境を計
測血圧計測やアンケ
ートにより健康指標を
計測	

⾼齢者の住む�
既存住宅を�

部分断熱リフォ
ームしたことで�

健康にどう影
響したか�

5	

２.実証実験の概要�



H23年度	 H24年度	 H25年度	 H26年度	

Phase-1　　　　
（改修14軒、　計
測開始時19人）	

Phase-2　　　　　
（改修11軒、　計
測15人）	

Phase-3　　　　　
（改修14軒、　計
測22人）	

計
測

計
測

改
修

4年間で39軒の改修、50人超の健康指標を計測	

３.実証実験のスケジュール�

計
測

計
測

改
修

計
測

計
測

改
修

協⼒者のプロフィール�
◆埼⽟県および東京都に居住する計39軒、（開始時）56名�

 開始時平均年齢約70歳、年齢範囲59-85歳�
◆降圧剤の服⽤なし、もしくは服⽤していても規則的に服
⽤しており、⾎圧がコントロールされている�
◆要介護状態にない�
◆仕事に就いておらず不規則な⽣活や活動をしていない�
�



第⼀部�
実証実験成果の報告�



第⼆部�
�

実証実験成果を�
どう評価するか�

�
〜パネルディスカッション〜



研究の背景とその意義

健康⻑寿住宅エビデンス取得委員会 委員⻑�
�

 東京都健康⻑寿医療センター研究所�
⾼橋⿓太郎�

資料１-２	
【成果報告会】	

2015.3.5	



2000年東京消防庁の調査研究委員会�
 溺死を含む「⼊浴中の急死」者数を推計
すると1年間に約     ⼈、�
その⼤半が⾼齢者�

•  特徴：⾃⽴している⼈、寒い⽇、    �
            ⼀⼾建て、⼥性�
           �
⾼齢者の住まいの温熱環境に誘因があるのではないか�

１４０００�

2	



⼊浴中死亡のリスク�

				　　要	　因		・　環　　境	 リスクの増加	

				年　齢	 10歳増えると	 		１．３４倍	

				男　女	 女性	 		１．３９倍	

平均気温	 10℃下がると	 　１．４２倍	

通報時間帯	 4時から8時の場合	 　１．８５倍					　　　　
（P=0.08)	

16時から20時の場合	 		０．５７倍	

(東京救急協会、2000)�
3	



2011年も全く減っていない�
およそ17000⼈�

東京消防庁を含む47都道府県785消防本部に調査協⼒を依頼。
2012年10⽉に東⽇本23都道県を、2013年10⽉に⻄⽇本24府県
の消防本部調査を実施 （東京都健康⻑寿医療センター調べ）�

    �

4	

わが国における⼊浴中⼼肺停⽌状態（CPA）発⽣の実態�



我が国では冬期の死亡者総数が増える�

    �
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2009 Annual Report�
     Department of Health, UK�

6	

イギリスでも冬期の過
剰死亡はみられるが、
減少しつつある	



ヨーロッパ全域でも冬期の過剰死亡は  
あるが地域差、国による違いがある�
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⼈の死亡にかかわる原因  (Alan Dever G.E., 1991)�
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研究の動機�

•  ⾼齢者を中⼼とする冬期の過剰死亡の背景には
住まいの温熱環境が重要な要因としてあるので
はないか�

�
•  それを確かめるには、実際に住宅を改修して健

康指標が改善することを⽰すことが⼤切ではな
いか�

9	



10	

住宅断熱改修による健康への影響を
先駆的に研究しているチャップマン
⽒を訪問  (2009年12⽉)	



湿気の多い住宅の天井のカビ     改修で⽤いた断熱材と改修⾵景�

          �

約1000軒の既存住宅の断熱改修
を実施し、健康関連指標を調査�

11	

主な測定項⽬：病休、受診状況、呼吸器･アレルギー系疾患･症状�



0.0                0.5                 1.0�
    相 対 リ ス ク�

年齢、性、⼈種などを調整�

0.54 �

0.62 �

0.49 �

⾵邪・インフルエンザ罹患率 �

成⼈の病休率�

⼦供の病休率�

断熱改修の結果病気で休んだ⽇数が減少�
          Howden-Chapman P, BMJ: 334; 460, 2007�
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Get funding towards a 
warmer, drier, healthier home�
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医療機関、⾏政機関で健康住宅を推進�
１  ��

Island Bay Medical Centre      ⼊⼝に掲⽰されてる断熱改修のポスター�

14	

Home 
Energy 
Advice	

他地域で使われているロゴ	



健康指標としてなぜ⾎圧に注⽬したか�

・加齢とともに増加し、最も重要な⼼・脳⾎管疾患のリスク�
・測定機器の進歩によって⼗分信頼できるデータが得られる�

15	



¨  同じ居住環境にある場合、外気温1℃下がると収縮期⾎圧
が0.89mmHg上昇する�

     （Alpérovitch et al., Arch Intern Med. 169:75-80, 2009）�

ある疫学研究によると�

16	

冬  夏	



三浦克之,⽇内会誌,104：203；2015�

死亡に寄与する要因 （2007年,感染症除く）�
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三浦克之,⽇内会誌,104：203；2015�

健康⽇本21（第2次）の⽬標値：収縮期
⾎圧を10年間で４mmHg低下させる�

18	



   �

⼊浴中の⾼齢者の⾎圧の変化  �

19	



研究の意義�

   ⾼齢期、住まいで安⼼して暮らすために�
�
エネルギー問題 ＋ ⾼齢期の健康�

20	



健康⻑寿住宅エビデンス取得委員会 委員�
 ⾜利⼯業⼤学 准教授 齋藤 宏昭�

資料３	
【成果報告会】	

2015.3.5	



⽬次（30分間を予定しています）�

１.改修対象住宅の概要�
２.断熱改修の⽅法�
３.断熱改修の結果と事例�
４.調査結果より〜温熱環境の改善�
５.温熱環境改善度による群の設定�

2 



7,	18%	

21,	
54%	

6,	
15%	

4,	10%	

1,	3%	

20～25年 	

25～35年 	

35～45年 	

45～65年 	

65年～ 	

3	 １. 改修対象住宅の概要①住宅概要�
•  改修棟数：39棟（改修室：40室）�
•  構造・規模：在来⽊造が中⼼、115㎡前後�
•  平均築年数：33年�
•  地域：東京都、埼⽟県�

3 



 １.改修対象住宅の概要②事前調査�
•  改修計画に先⽴ち、事前調査を実施。�
•  事前調査において確認できた床＝68％が無断熱�

•  対象住宅の竣⼯年がS55年基準以降であっても、    
床は、無断熱の住宅が6割程度を占めた（13／23棟）�

•  ⼀⽅、S55年基準以降の外壁を⾒ると、全ての住宅で
断熱材を確認できた（19／19棟）�

有,	
11,	
32
%	無,	

23,	
68
%	

有,	
24,	
86
%	

無,	
4,	
14
%	

床断熱の状況�
（N=34）�

壁断熱の状況�
（N=28）�

4 



 １.改修対象住宅の概要②事前調査�
•  開口部は、築年数からアルミサッシと単

板ガラスが標準仕様	

Ø リビングやダイニングには、欄間付き
の大型サッシが設置され、ガラスの面
積が大きくなる傾向	

5 



 ２. 断熱改修の⽅法③改修概要�
•  ⽇中過半の時間を過ごす部

屋を対象とした部分断熱改
修を実施�

•  主な改修部位は、床と窓、
及び気流⽌め�

•  居住者がいながらにして、
短期に実施できる⼯法�
Ø  主要な⼯法�
床：床充填断熱＋気流⽌め

 （床下施⼯）�
窓：内窓設置もしくは  

 ガラス交換�
6 



 ２. 断熱改修の⽅法④改修の狙い�

改修前	 改修後	

床の断熱	

窓の断熱	

床暖房の設置	

外壁等の断熱	

■居住域の温熱環境の向上	
ü 上下温度分布	
ü コールドドラフト	
ü 放射温度	

7 



２. 断熱改修の⽅法⑤改修部位�

8 



9	

　	

①	 ②	 ③	

④	 ⑤	 ⑥	

⑦	 ⑧	 ⑨	

9 



• 改修前は2.5→改修後は1.2�

３．断熱改修の結果と事例 外⽪平均熱貫流率�

天井　無断熱	
外壁　GW10K50mm	
床　　　無断熱	
窓　　　既存（単板ガラス）	

天井　無断熱	
外壁　GW10K　50mm	
床　　　XPS65mm	
窓　　　既存（単板ガラス）+内窓	
その他　　気流止め	

天井　無断熱	
外壁　GW10K50mm	
床　　　XPS25mm	
窓　　　既存（単板ガラス）	

天井　無断熱	
外壁　GW10K50mm+真空断熱材	
床　　　XPS25mm	
窓　　　既存（単板ガラス） +内窓	
その他　　気流止め	

1.22	

1.18	

改修前	 改修後	

約2.5	

約2.5	

数値は平均熱貫流率（W/m2K）	
（平成25年省エネ基準　6地域は0.87）	

A邸	

B邸	

*平均熱貫流率は、住宅全体ではなく改修ゾーンのみに対し、隣室の温度差係数を0.4として求めた。	 10 



３．断熱改修の結果と事例 断熱改修事例 ①�

断熱材� 床暖房�断熱材を貫通す
る配管類には現
場発泡ウレタン
を使⽤�

• G邸（築22年）�

内窓�

天井　無断熱	
外壁　GW10K50mm	
床　　　無断熱	
窓　　　既存（単板ガラス）	

天井　無断熱	
外壁　GW10K　50mm	
床　　　XPS65mm	
窓　　　単板ガラス+内窓	
その他　　気流止め	

改修前	

改修後	

11 



３．断熱改修の結果と事例 断熱改修事例 ②�

気流⽌め� 断熱材�
改修後�

TKH邸（築32年）	
天井　無断熱	
外壁　GW10K50mm	
床　　　無断熱	
窓　　　既存（単板ガラス）	

天井　真空断熱材	
外壁　真空断熱材	
床　　　真空断熱材	
窓　　　既存（単板ガラス）+内窓	
その他　　気流止め	

改修前	

改修後	

12 



４. 温熱環境の改善�
1
3	

住まい手のインタビュー調査から得られた 
暖かさに関する効果について、温度データや熱画像によ
り検証	

①朝が暖かくなった	
②暖房運転時の設定温度が低くなった	
③足元が暖かくなった	
④窓の近くの寒さが和らいだ	
⑤室温に変化はないが快適と感じるようになった	

改修前後による違い	

「断熱」＋「暖房」で形成される生活時の
温熱環境の実態を把握	

13 



４. 温熱環境の改善�

                朝が暖かくなった�
• 明け⽅の最低室温（外気温5℃の時）は、 39軒中34軒
で改善しました。�

• 最も改善幅が⼤きいお宅では、約4℃向上しました�
図 改修前後における明け⽅の最低室温（外気温５℃の場合）	

改修前12.3℃	

改修後13.7℃	

-5.0	

-4.0	

-3.0	

-2.0	

-1.0	

0.0	
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2.0	

3.0	

4.0	

5.0	

0	

2	

4	

6	
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10	
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16	

18	

20	

改
善

幅
（
⊿
t）

	

明
け

方
の

最
低

室
温

（
℃

）
	

改修前	

改修後	

改善幅	

明け方の最低室温
の変化（平均値）	
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４. 温熱環境の改善�

               ⾜元が暖かくなった�
• 改修後の上下温度差（床上1mと床上10cmの温度差）は、
24軒中21軒で、2℃未満と上限温度差の少ない、
⾜元が暖かい空間が実現されました。�

図 改修前後の上下温度差�
（床上1mと床上10cmの温度差　内外温度差10℃の時）	

足
元
厮
暖
厭
厦	

-4	

-3	

-2	

-1	

0	

1	

2	

3	

4	

5	

6	

床
上
1m

-床
上
10
cm

の
温

度
差

（
⊿
t）

	

改修前	

改修後	

上下温度差の変化	
（平均値）	

改修前1.6℃	

改修後0.2℃	

床暖房敷設（20軒）	
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同一レンジ（5.0～20.0℃）	

＜赤外線カメラによる表面温度測定結果＞	

４. 温熱環境の改善�
    床や壁の表⾯が暖かくなった�

改修前（2012.12.20	18:07～18:20） 　　　　　　　　改修後（2013.2.20	18:03～18:24）	

【Phase2の一部のみ】	

16 



４. 温熱環境の改善�

              19時の室温�
• 19時の室温は、 改修前後で⼤きな変化はありま
せんでした。�

• 改修前に室温が低いお宅は上昇し、室温が⾼いお
宅はやや下がるといった傾向がみられました。�

改修前18.5℃	

改修後18.6℃	

19時の室温の変
化（平均値）	
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図 改修前後における19時の室温	
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４. 温熱環境の改善�
   平均放射温度と作⽤温度の変化 �

平均放射温度、作
用温度の変化	

改修前	

19.5	
17.2	
18.4	

改修後	

18.4℃	
20.5℃	
19.5℃	

• 改修後の平均放射温度と作⽤温
度は、それぞれ3.3℃、1.1℃上
昇し、体感温度が改善されま
した。�

　　　　　室温	

平均放射温度	

　　　作用温度	
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室温（変化量）	

平均放射温度	

作用温度	

室温_改修前	

室温_改修後	

*参考扱い：改修後測定時の外気温度が改修前より高いケース	

*床暖房運転時のスポット計測による結果	
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• 「部屋が暖かい」⇒暖かさの質が変化�
• 体感の暖かさが向上�
  窓、床、壁の表⾯温度が向上  �
  �

改修前	 改修後	

単
板
ガ
ラ
ス

床　無断熱	 床下の充填断熱	

内
窓
設
置

床暖房	

窓面の温度12.9℃	 窓面の温度 15.1℃	

床上10cmと1mの温度差2.2℃	 床上10cmと1mの温度差0.7℃	

同じ室温でも暖かい�
⾜元が寒くない�

窓の近くが寒くない�

４. 温熱環境の改善�

【Phase-3	A邸の改修前後の変化】　外気温10℃、室温20℃のケースを想定	

今までと
暖かさが

全然ちがう�

⾃然
でお
だや
かな
感じ�
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①朝が暖かくなった�
�朝の最低室温が12.3℃から13.7℃へ�

③足元が暖かくなった�
�上下温度差が1.6℃から0.2℃へ�

④窓の近くの寒さが和らいだ�
⑤室温に変化はないが快適と感じるようになった�

�19時の室温は18.5℃から18.6℃と変わらず�
							暖房運転時　平均放射温度が17.2℃から20.5℃
へ�

�（*床暖房運転時のスポット計測による結果）�

��

４.温熱環境の改善 まとめ�
◆住まい手のインタビュー調査との比較として、、、、	

u 断熱改修後、暖房時の室温に変化はないが、表
面温度、足元温度、最低室温などが改善	

20 



①建物の状態	
	
②暖房使用頻度	
	
③明け方の最低室温	
	
④上下温度分布	

◆改修前の建物性能	
→築年数が古すぎ、改修後も断
熱性が低くないか？	

u 生活スタイル	
→測定した部屋で改修後に暖房
を使用しているか？	

	

◆温熱環境の改善度合い	
→実生活で温熱環境がどの程度
改善されたか？	

上記の分析により温熱環境改善幅が「大きい群」、
「中程度の群」、「小さい群」にレベル分けを行い、	
健康指標を比較	

 ５.温熱環境改善度による３群の設定�
【分析項目】	 【意図】	

21 

「断熱」だけでなく、「暖房」もしっかりおこなった住宅を抽出	



 ５.温熱環境改善度による３群の設定 �
①建物の状態�
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Phase-1 Phase-2 Phase-3

築
年
数
（
年
）

第4グループ
築年数50年以上

第3グループ
築年数40～49年

第2グループ
築年数30～39年

第1グループ
築年数20～29年

◆築年数が古いため、窓や床だけの部分的な断熱改修だ
けでは断熱性能の向上や隙間風の防止が見込めない	

■築年数	
改善幅小さい→40年以上	
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 ５.温熱環境改善度による３群の設定 �
②暖房使⽤頻度�

◆断熱性能は向上したが、暖房をあまり使っていない	
（部屋の温度が上がらない[コタツの使用など、、、]）。	

72	70	70	69	69	
66	

58	57	
51	50	50	49	49	

45	
41	40	39	38	36	36	35	

32	
29	

26	24	
21	19	17	16	15	15	15	13	
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2	 2	 1	
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に
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、
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温
度

差
10

℃
以

上
を

記
録

し
た

頻
度

割
合

（
％

）
	

閾値5%	
	

閾値10%	
	

■暖房使用頻度	
改善幅小さい→内外温度差
10℃以上の時間が10%以下	
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 ５.温熱環境改善度による３群の設定 �
③明け⽅の最低室温・④上下温度分布�

-5.0	
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善
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明
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方
の

最
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室
温

（
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）
	 改修前	

改修後	

改善幅	

◆温熱環境が改善していない	

小さい	

■明け方最低室温	
改修前後の変化	
　改善幅小さい→0.2℃以下	
　改善幅大きい→2.0℃以上	

-4	
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6	
床

上
1m

-床
上
10
cm

の
温

度
差

（
⊿
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改修前	

改修後	

閾値0.2	
	

■上下温度分布	
床上1m-床上10cmの温度差	
　改善幅小さい→1.5℃以上	
　改善幅大きい→1.0℃以下	 閾値1.5	 閾値1.0	

閾値2.0	

小さい	 大きい	

大きい	
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 ５.温熱環境改善度による３群の設定 �
⑤まとめ�

◆温熱環境改善幅が⼤きい群�
　明け方の最低室温and/or上下温度分布の改善幅が�
　大きい　→　計9邸�
◆温熱環境改善幅が中程度の群、�
　改善幅が⼤きくも⼩さくもない �→　計21邸�
◆温熱環境改善幅が⼩さい群、�
　築年数、暖房使用頻度、明け方室温、上下温度差�
　のうち2項目以上の改善幅が小さい　→　計9邸�

断熱改修前後、温熱環境改善幅による	
健康指標の変化を比較	
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住環境の変化と⾎圧
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お話する内容�

n  測定した健康指標�

n  それぞれの測定結果�

n  まとめ�

2	



測定した健康指標�
A）24時間連続⾎圧測定�

B）1⽇5回の⾃⼰⾎圧測定�

C）アンケート調査�
�－精神的健康度（WHO-5）�
�－排尿回数（昼間／夜間）�
�－睡眠の質（ピッツバーグ睡眠質問票）�
�－アレルギー症状�

3	



A）24時間連続⾎圧測定�
•  1⽇の⽣活活動において⼀定間隔で多くの

（最⼤48回）⾎圧測定ができるので、  
実際の⽣活パターンに近い⾎圧を把握できる�

•  ⽇本⾼⾎圧学会が⾎圧評価の標準的⽅法  
として推奨している�

1.  リフォーム前と�
�そのほぼ1年後に1⽇ずつ測定�

2.  30分に1回の測定�
3.  普段通りの⽣活（短時間なら外出可）�

4	



3	

24時間連続⾎圧測定の様⼦�

5	



B）1⽇5回の⾃⼰⾎圧測定�
•  ⻑期間、⼀定の時刻の⾎圧変化を    

測定できる。�

1⽇5回 4週間�
i.   起床後�
ii.  朝⾷後�
iii.  昼⾷後�
iv.  ⼣⾷後�
v.  就寝前�

6	



3	⾎圧を測定して得られる値�

① 最⾼⾎圧�
② 最低⾎圧�
③ 脈拍�
④ 平均⾎圧１）�

⑤ 脈圧２）�

�
１）平均⾎圧=（最⾼⾎圧－最低⾎圧）/３＋最低⾎圧�
２）脈圧=最⾼⾎圧－最低⾎圧�
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C）アンケート調査�
•  精神的健康度（WHO-5）�

Ø  ⽇常⽣活での気分の状態�
Ø  例）最近2週間、明るく楽しい気分で過ごしていま

したか�
•  睡眠の質（ピッツバーグ睡眠質問票）�

Ø  睡眠の質、⼊眠時間、睡眠時間、睡眠効率、  
睡眠困難、眠剤の使⽤、⽇中覚醒困難�

•  排尿回数（昼間／夜間）�
•  アレルギー症状�

Ø  ⿐・眼の症状、⽔っぱな、くしゃみ、⿐づまり、
⿐のかゆみ、眼のかゆみ、涙⽬�
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測定結果�
1.リフォーム前と�
 1年後の⾎圧の変化�

24時間連続⾎圧測定�

9	



3	24時間連続⾎圧測定の例�
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3	24時間連続⾎圧測定結果－全⽇�

11	

*	
*	

*	
*	



3	24時間連続⾎圧測定結果－⽇中（8-21時）�
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*	

*	



3	24時間連続⾎圧測定結果－睡眠時（0-5時）�
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*	
*	
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測定結果�
1.リフォーム前と�
 1年後の⾎圧の変化�

1⽇5回の⾃⼰⾎圧測定�
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3	⾎圧の変動係数�

•  標準偏差÷平均値で算出�
•  ⾎圧のばらつきをみる指標で、     

⾎圧の上下変動が激しくなると⼤きくなる�

⽇々の⾎圧が安定するほど�
値は⼩さくなる�

⼼⾎管疾患のリスクが下がる�
15	



3	1⽇5回の⾃⼰⾎圧測定の変動係数�
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右：リフォーム後	
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*有意差あり	
16	



測定結果�
2.温熱環境改善幅で分類した群ごとの�
 リフォーム前後の⾎圧の変化�

⼤ １６名�
中 ２５名�
⼩ １１名�

17	

改善幅�



温熱環境の改善幅が【⼤きい】群の⾎圧�
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*全て有意差あり	

*	 *	
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改善幅で分類した群ごとの最⾼⾎圧�
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測定結果�
3.起床後の⾎圧上昇�
 （モーニングサージ）�

20	



3	起床後の⾎圧上昇�
•  起床後の⾎圧の上昇（モーニングサージ）

は⼼⾎管疾患のリスクになる�
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睡眠	

計算のしかた�
▲（起床後2時間の平均最⾼⾎圧）ー�

◆（睡眠中の最低値と前後30分の平均最⾼⾎圧）�
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3	起床後の⾎圧上昇の改善�
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リフォーム前に起床後の⾎圧上昇が強くみられる⼈�
⇒リフォーム後の起床後⾎圧上昇が改善�
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測定結果�
4.アンケート調査�
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3	精神的健康度�

17.9	

19.4	

17.0		

17.5		

18.0		

18.5		

19.0		

19.5		

前	 後	

得点が⾼いほど、精神的健康度が⾼い�

*有意差あり	

*	
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3	睡眠の質�
得点が低いほど、睡眠の質が良い�

0.0 �

0.2 �

0.4 �

0.6 �

0.8 �

1.0 �

1.2 � 前� 後�
*有意差あり	

*	
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3	排尿回数�
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前	 後	
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前	 後	
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3	アレルギー症状�
得点が低いほど、症状が軽い	

0.0		

0.5		

1.0		

1.5		

鼻・眼の
症状	

水っぱな	くしゃみ	鼻づまり	鼻のかゆ
み	

眼のかゆ
み	

涙目	

前	 後	 *有意差あり	
*	
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まとめ�
リフォーム1年後に、�
n  24時間連続測定の⾎圧が低下した�
n  ⾃⼰測定の⾎圧の変動が、起床後・ 

朝⾷後・⼣⾷後に⼩さくなった�
n  温熱環境の改善幅が⼤きい群で⾎圧が

低下した�
n  リフォーム前に起床後の⾎圧上昇が 

強くみられる⼈で改善がみられた�
n  精神的健康が改善した�
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